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今回の改訂は

150年に一度の大改訂
と言われています。
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これまでの「当たり前」からの脱却

（1）日本全国どの地域の学校も教育内容は
同一からの脱却

（2）「横並び」、「出る杭は打つ」からの脱却

（3）「知・徳・体」、「国・社・数・理・英」の

調和的発達主義からの脱却

（4）学力検査重視の高校入試からの脱却

2026/6/78



次期学習指導要領で目指す子ども像

生涯にわたって主体的に学び続け、

多様な他者と協働しながら、

自らの人生を舵取りすることができる

民主的で持続可能な社会の創り手

2026/6/79



大切なワードは実は…

2026/6/710



2026/6/711

次期学習指導要領で期待されるもの



これから期待される
新しい「学社連携」のパターン

2026/6/712

放課後等における体験・学習活動の高度化

学校教育（小3）

年間 980コマ （1コマ45分）

放課後等の時間（平日・土曜日・長期休業日）

年間 約1600時間

学校教育における
総合的な学習の時間

（探究学習）

放課後子供教室
等での探究学習

個別の
調べ学習等

クラスでの
共有・深化

学校教育における
総合的な学習の時間

（探究学習）

放課後子供教室等
での探究学習

深化・発展

学校教育における
総合的な学習の時

間（探究学習）

放課後子供教室等
での活動

課題発見
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そして、「子どもたちも一緒に!!!」の視点
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未来の埼玉のまちを創るのは子どもたち!!!



2026/6/715



2026/6/716

学校支援ボランティア

学校支援地域本部

地域学校協働本部

テーマトーク 何が変わったのでしょうか。



地域学校協働活動が陥りやすい課題

2026/6/717

一日限りのイベントに
なりやすい

PTAなど既存組織への
丸投げになりやすい

学校の「お手伝い」
だけになりやすい

支援する地域住民が
固定化しやすい

学習というよりも
単純「作業」になりやすい

子どもが受身の
学びになりやすい



欠落しがちな地域づくりの視点

2026/6/718

学校にとって
人手が必要だから、地域の人たちが手伝ってくれたら、教員が助かるな。
専門的な指導を地域の人がやってくれたら、ありがたいな。

子どもにとって
地域の人たちがたくさん来てくれて、助けてくれるから、困らないな。
学校ではできないことができるから、嬉しいし楽しいな。

地域住民や地域にとって

？？？



2026/6/719

5 2

【 社会教育法 】

土壌となる地域づくり
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地域学校協働活動であることの
「条件」 を挙げてください。

テーマトーク 地域学校協働活動って何?

2026/6/721

・教育課程内に位置付けられた活動でない

とだめでしょうか

・学校が関わっていないとだめでしょうか

・子どもが支援対象でないとだめでしょうか

・他の学区や自治体の地域人材ではだめで

しょうか



自由度の高さがポイントの地域学校協働活動

2026/6/722



2026/6/723



2026/6/724

②緩やかなネットワーク
を形成!!!

①より多くの多様な人々の
参画と活動が重要!!!



町の総面積の約8割が
福島第一原発から半径20km圏内

2011年3月12日

避難指示区域に
指定。町全域に住
む町民の避難開始

2015年9月5日
避難指示が解除され、住民が帰還し始
める。

2017年4月6日
町内で小学校が再開

町民は、2024年12月31日現在で、
 6,411人中、4,477人が町内在住

楢葉町人口 8,042名  （2011年6月15日）
県内 5,414名 67.3% 県外 2,628名 32.7%

いわき市 3,397名 42.2% 茨城県 407名 5.1%
会津若松市 828名 10.3% 東京都 401名 5.0%
会津美里町 363名 4.5% 埼玉県 390名 4.8%

楢葉町人口 7,565名  （2013年9月30日）
県内 6,470名 85.5% 県外 1,095名 14.5%

いわき市 5,737名 75.8% 茨城県 229名 3.0%
会津美里町 269名 3.6% 東京都 157名 2.1%
郡山市 128名 1.7% 埼玉県 142名 1.9%
会津若松市 107名 1.4% 千葉県 140名 1.9%
福島市 58名 0.8% 神奈川県 86名 1.1%

楢葉町人口 7,215名  （2017年3月31日）
県内 6,439名 89.2% 県外 776名 10.8%

いわき市 4,606名 63.8% 茨城県 193名 2.7%
楢葉町 1,347名 18.7% 埼玉県 109名 1.5%
会津美里町 138名 1.9% 東京都 108名 1.5%
郡山市 111名 1.5% 千葉県 100名 1.4%
会津若松市 64名 0.9% 神奈川県 58名 0.8%

（出典 : 楢葉町）
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地域学校協働センターの設立の背景

・町民の避難による地域コ

ミュニティの衰退・喪失

・地域における社会教育

の機会の少なさ

・学校と地域とのつながり

の希薄さ

・近隣に住む友達がいな

く、放課後の孤立化

・子どものふるさと楢葉の

意識の欠如

・子どもと地域の大人との

関わりの機会が少なさ

・子どもが地域施設や自

然環境など、地域資源と

の関わりが少なさ

・教員が地域資源を知ら

ず、教材化が困難

・全家庭バス通学により、

自宅と学校の行き来で

子どもの一日が完結

2026/6/728

全町避難を経験した原発事故被災地特有の課題

すなわち、「地域の教育力の低下」である。



2026/6/729

（1990） （1981） （2002）
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楢葉町地域学校協働センター（地域学校協働本部）
の機能と役割

2026/6/731

③学校施設を活用し
た地域連携

③学校施設を活用し
た地域連携

・教科指導、指導の相談
・幼児教育、指導の相談
・地域の伝統文化体験など

の実施
・教材（指導案）開発
・放射線教育、環境教育の
推進

・外部オーダーによる
地域材等の教材化

・通学路の安全対策
（見守りボランティア）

・中学校の部活動支援

・スクールランチプロジェ
クトの展開（給食機能の
開放）

・地域サロンの運営
・地域開放教室の管理
・学校開放の窓口業務
・プール開放と管理

④地域と学校
の連携協働

④地域と学校
の連携協働

・学校運営協議会の運営
・地域学校協働部会の運営
・子ども地域活動部会の運営
・地域学校安全部会の運営
・地域と学校の合同研修会

等の実施

①地域における
社会教育の展開
①地域における
社会教育の展開

・放課後子供教室の実施
・土曜活動の実施
・キャリアスクールの実施
・ふるさとの魅力発信し隊

（子どもたちによる地域
活動への参画）

・震災関係の教育機会の
整備

・郡内町村との連携
・会津美里町との連携
・福島大学との連携
・他課との連携活動の窓口と調整

・進学に関する相談 ・不登校等に対する支援
・保護者の支援 ・幼児教育支援

②学校教育における
授業支援等

②学校教育における
授業支援等



【社会教育】放課後子供教室・地域未来塾

2026/6/732



みなさんの街の子どもたちに

どんな体験をしてほしいですか?

どんな人と出あってほしいですか?

2026/6/733



みなさんの街の子どもたちに

どんな体験をしてほしいですか?

どんな人と出あってほしいですか?

その体験や出会いを通じて

何を感じてほしい・

どんな力をつけてほしいですか?

2026/6/734



放課後ならはっ子（放課後子供教室）の展開

2026/6/735

〇 放課後子供教室について

・月曜日から木曜日まで、14時30分から16時30分まで実施。

・地域住民や団体を講師として招き、多様な体験活動を展開。

・長期休みには、福島大学生らよる学習支援活動も午前中に実施し

一日 3時間開設。

・登録児童数は113名（全校児童

132名）で86%。高学年児童も

7割程度登録

・一日平均60名程度が参加。

最大で85名、最小で52名程度。

・校庭や体育館だけでなく、特別

教室等も使用が可能。

・専用ルームが学校内に存在。



2026/6/736

放課後ならはっ子（放課後子供教室）の展開

調理系 運動スポーツ系 交流系

実験工作系季節系
音楽系



ネイチャーサタデー（土曜学習）の展開

2026/6/737

〇 ネイチャーサタデーについて

・毎月2度程度、土曜日（連携先の都合によっては日曜日）に実施。

・対象は町内のこども園児、小中学生とその保護者。

・基本的に活動場所は川や山、森といった自然環境。

・地域住民や地域団体が講師として活動。

・他課からのオーダーに基づいた活動等も多く、町とのタイアップあり

・参加する子どもはおおよそ40名前後、保護者は30名程度。



伝統芸能の継承と地域行事への参加

2026/6/738

〇 伝統芸能の継承について

・地域のオーダーに基づいて、過疎化により継承が途絶えつつあっ

た地域の伝統芸能をこども教室の活動として実施。

・町や地域のイベント等に出向き、子どもたちが実演。

〇 地域行事への参加について

・震災後、子ども会の消滅により実施できなかった伝統行事に参加

・自治会等と連携し、かつて行政区で実施されていた活動に参加



ふるさとの魅力の発信（子どもの地域参画）

2026/6/739

〇 ふるさと楢葉の魅力を発信し隊について

・地域団体等からのオーダーを受け、地域の諸活動に参加するので

はなく、主体者・協働者として参画することを目的とした活動。

・企画や準備段階から複数回連携し、活動を通して交流も深めている

・準備や企画段階は放課後に、当日の活動は土曜日や日曜日等に

実施するため、対象は小学生。

・子どもたちのアイディアや意見が反映されている。



地域と協働して自己実現の機会を設定

2026/6/740

〇 探究トライアルについて

・子どもたちがやってみたいとおもうことを自由に企画できる活動。

・実現にあたって、関係する地域人材や地域団体と交渉し、参画して

もらう。それにより企画段階から協働関係が形成され、子どもの力

だけでは実現不可な活動も実現できる道筋がつけられやすい。

・アウトプットの機会が地域社会であり、子どもたちの社会参画意識

の向上にもつながっている。



キャリアスクール
（社会教育におけるキャリア教育）の展開

2026/6/741

〇 キャリアスクールについて

・対象を小学校高学年から中学生に設定し、町内の企業や団体等と

の連携をベースとして、カリキュラムに縛られない形での弾力的な

職業体験を展開。

・町内に高等教育機関がないため、福島大学や福島高専との連携協

定を締結し、キャンパスツアーや学祭での活動も実施。

・長期休みに実施し、活動時間も半日から一日。



ロールモデルとしての大学生との交流

2026/6/742

〇 福島大学との連携について

・町内に高校や大学などがなく、子どもたちと「ナナメの関係」となる

人材が少ないことから、福島大学と協定を締結。子どもたちと大学

生の間にも「子ども協定」も締結することで、自分事感を高めている

・月に数度、来町してもらい交流を進めており、長期休み等には、学

習支援活動も実施している。

・協働の居場所空間も作り、大学生も活動できるよう配慮。



他自治体との連携による活動

2026/6/743

〇 会津美里町との連携について
・避難先として交流のあった会津美里町と長期休みに相互の町での

合同の宿泊体験を通じた交流を実施。震災時の交流体験や伝承施

設などで共に学び合う。

・中学生にも参画してもらい震災時の交流について、道徳教材として

作成中。

・岩手県陸前高田市や鎌倉市と震災に関する合同体験活動も展開。



社会教育たる地域学校協働活動の
強みとポテンシャルの高さ

2026/6/744

③ 子縁は地域の協力が得やすいテーマであること

④ 自由度の高い活動が展開可能なこと

⑤ 地域のニーズに合った活動が可能なこと

② 地域の様々な場所で展開ができること

⑤ 地域住民の自己実現の機会や生きがいに
つながりやすいこと

① 展開できる時間が幅広いこと



皆さんの地域の 「課題」 は何でしょうか。

・地域コミュニティ全体の課題
・地域団体の課題
・地域住民

（高齢者・若者・外国人・移住者）の課題
・保護者や家庭の課題
・子どもの課題
・地域と学校の関係に関する課題

など

テーマートーク 地域の課題って何でしょうか?

2026/6/745



地域ロジックモデルは

2026/6/746

楢葉がこんな地域ならいいな!!!

地域団体・企業
の活性化

地域住民間の円滑な
コミュニケーション

地域活動や行事、
イベントの活性化

子どもと大
人の知り合
いの増加

大人同士の
知り合いの
増加

地域団体の
加入者数の
増加

地域団体・
企業の活動
の機会の増
加

地域活動や
行事、イベン
トの再開・増
加

参加する
子どもや大
人の増加

問題点の裏返し

挨拶もできな
い子ども

育児で孤立
する若い保
護者や一人
親世帯

試合が組めな
い団体スポーツ

伝承者のいな
い伝統芸能

マンネリ化で停滞
する老人クラブ

利用者の固定化
で悩む施設・企業

近所に友だ
ちが住んでい
ない子ども

継承者が
なく、消滅
の危機の
地域神事
や行事

盛り上がり
に欠ける地
域イベント

地域学校協働活動の「地域政策」としての捉え



2026/6/747

地域団体・企業
の活性化

地域住民間の円滑な
コミュニケーション

地域活動や行事、
イベントの活性化

子どもと大
人の知り合
いの増加

大人同士の
知り合いの
増加

地域団体の
加入者数の
増加

地域団体・
企業の活動
の機会の増
加

地域活動や
行事、イベン
トの再開・増
加

参加する
子どもや大
人の増加

・放課後子
供教室での
多様な地域
住民の活動

・親子交流
企画の展開

・子育て講演会
の実施

・親子参加型の
多様な体験プロ
グラムの実施

・活動のネットワ
ーク化

・既存の地
域団体との
連携

・地域団体
の学校教育
での活動

・地域企業との連
携によるキャリア
教育の推進

・生涯学習の学
びの成果として
の子供教室の活
用

・イベントの
共催や参画

・学校行事
とのタイアッ
プ

・地域活動
への参加

・案内や窓
口としての
活動

・学校や子
供教室とし
ての参加

楢葉がこんな地域ならいいな!!!

地域学校協働活動の「地域政策」としての捉え



地域学校協働アクションプランを立ててみましょう④

2026/6/748

①地域課題
・問題点

④地域に
生じる変化

②地域学校
協働活動

③期待される
効果



求められるのは、
「地域政策としての地域学校協働活動」という認識

2026/6/749

味噌づくり体験

教育的アプローチを重視 地域政策的アプローチを重視

・大豆（植物）を加工して、味噌（
製品)ができることを理解

・昔の人の暮らしを追体験
・食事への関心を高める
・食べられる味噌を完成させる

・たくさんの地域住民と活動を通して
交流し、体験を共有

・味噌づくりを話題にして、地域住民
と交流

・家庭に持ち帰り、味噌ができる家
庭を保護者と共有

「味噌づくり」はあくまで、地域との交流の「手段・方法」。したがって、プ
ロが教える必要も、おいしい味噌ができる必要性もない。重要なのは、
多くの地域住民との交流が生まれ、交流が深まる工夫をすること。

「子どもたちと活動を共にする地域の人々との関わりを
多様な関り方で数多く設定することが大切!!!



2026/6/750



2026/6/751



2026/6/752



みなさんはどう思いますか?

高崎市は４月、市立全５８小学校の開門時間を午前７時に早める。各学校が現在よ
り５０～３０分早くなる。朝早く家を出なければならない共働き家庭やひとり親家庭を
支援するためで、約130人の児童が利用を希望しているとのこと。

保育所では午前７時から子供を預けられるが、小学校では８時近くにならないと開
門しない「小１の壁」が全国で問題とされている。市教委によると、小学校の開門・
開扉時間は学校で異なり、現在は午前７時半～５０分。保護者からは「開門を早め
てほしい」との要望が寄せられていた。

そこで、開門などを担当する用務員に早めに出勤してもらい、午前７時に学校に入
れるようにする。児童は教室や図書室など学校が決めた場所で始業時間まで過ご
す。事前申し込み制にするかなどは、学校の裁量に任せるという。市側は「見守り
事業ではなく開門事業である」「門を開けるだけだから子どもたちを見守る必要はな
い」というスタンス。

高崎市長は「社会全体で子育てをしている働く女性たちを出来る限り支援していくと
いうのは社会的な命題。これは学校施設も無縁ではない」と語り、教職員の出勤を
強要していないことを強調する。

2026/6/753



みなさんならどんなアイディアがありますか?

2026/6/754

子どもを家に残して、
仕事に行かなければ

ならない保護者の心配と不安

働き方改革が求められ、
勤務時間が問題視されて

いる学校教員の実態

夫婦共働き家庭や
ひとり親世帯が増加しながらも

フレキシブルな働き方が定着していない日本社会

子ども
の想い



2026/6/755



2026/6/756



大切なのは、地域ごとの諸課題を解決しようとする視点

2026/6/757



2026/6/758

学校運営協議会を設置する公立学校

コミュニティ・スクール (地域運営学校)

各学校の運営に保護者や地域住民が参画することを通じて、

学校の教育方針の決定
や教育活動の実践に、

地域のニーズを 適確かつ機動的に反映させる とともに、
地域ならではの相違や工夫を活かした
特色ある学校づくりが進むことが期待される。

多くの学校で懸念され、コミュスクが
進展しない要因となっている部分



2026/6/759

各学校の運営に保護者や地域住民が参画することを通じて、学校の教育方針の決定
や教育活動の実践に、地域のニーズを適確かつ機動的に反映させるとともに、地域な
らではの相違や工夫を活かした特色ある学校づくりが進むことが期待される。

そもそも、なぜ、地域のニーズを適確かつ
機動的に反映させることが求められるのか?

地域運営学校（コミュニティ・スクール)を継続的に続け、地域主体の学校を
つくり、地域づくりや地域活性化にもつなげるため

単なる地域連携の仕組みにとどまらず、多様なステイク・ホルダーが学校の

意思決定にも一定の関わりをもつことを保障する仕組み・制度である

ことがポイント。



楢葉町学校運営協議会の概要

2026/6/760



子ども地域活動部会の活動

① 幼児の体験の充実

習い事や体験活動をする機会が少ない

② 衰退した地域行事や伝統の継承

全町避難や過疎化により、伝統行事や芸能が大きく衰退した

2026/6/761

地域に幼児の体験活動を実施している民間の習い事などがほとんどない（保護者）

幅広い年代に地域の良さをもっと知ってほしい （地域）

もっと地域の行事や伝統を学校教育で教えてほしい（地域）

貴重な機会だが、学校のカリキュラムではなかなか実施することが出来ない （学校）

こども教室の対象を広げることで、こども園児を対象とした
親子参加型体験活動や自然体験を実施する。

土曜日や日曜日ならば、行政区以外にも協力できる家庭がある （学校）

参加できる年齢や行政区を拡大させることで、町全域での
子どもを参加対象として、こども教室で実施する。



地域学校協働部会の活動

2026/6/762

① 「日本一の教育」のビジョンの共有

大半の町民にとってスローガンと化している「日本一の教育」

② 中学校 部活動の弾力的な捉え
少人数校のため、チームスポーツを部活動にしづらい

町が進める「日本一の教育」が伝わってこない（保護者）

町や学校が地域に求める関わり方を示してほしい （地域）

全家庭に対して、運営協議委員が作成したパンフレットを
配布するとともに、教育シンポジウムを開催する。

中学進学にあたって、子どもがやりたい部活動がない（保護者）

スポーツ少年団を拡大することで受け皿の一つとしてできる （地域）

指導者となる教員も確保できず、部活動を作れない（学校）

スポーツ少年団の活動時間を調整した中学生対象のパート
を作り、中学校では部活動への入部を強制しない。

町政懇談会などに出席する町民が少なく、伝わらない （行政）



地域学校協働部会の活動

2026/6/763

③ 小学校進学時の困り感の解消

特別な支援を要する子どもが非常に多い

④ 人間関係の広がり
単級で一園・一校であるため、子どもの人間関係が固定化しがち

特別支援学級や取り出し授業を見据えて教員配置してほしい（学校）

進学後の学校教職員の負担感を軽減させたい （行政）

こども園でのスクールカウンセラーの巡回や小学校見学ツ
アーを実施、特別支援の説明会もこども園で行うことで、
進学前から特別支援体制を構築する。

授業中は関われないが、放課後なら交流できる大人がいる （地域）

子供教室での異年齢交流や異世代交流を多く実施する。

こども園在園時から、進学のサポートをしてほしい（保護者）

もっと多様な人々と子どもたちが関わる機会が欲しい（保護者）



地域学校安全部会における議論の成果

① 通学方法の審議と安全対策

原発事故被災地特有の町内全域におけるバス通学

② 地域と学校等が連携協働した防災訓練・授業

広範囲な学区域により、地域に根差した防災学習が困難

2026/6/764

運動不足解消のために徒歩通学を開始したい（学校）

日常的に地域で子どもの姿が見られるとよい （地域）

今までバス通学だったのに、なぜやめるのか（保護者）

地域による見守りとセットとし、当面はバスも乗車できる。
段階的に徒歩通学に切り替えていく。

限られた教員の数では、十分にカバーできない（学校）

地元の子どもたちとつながるきっかけがほしい（地域）

一人親なども多く、地域でできると心強い（保護者）

役場が主となって進めることで、活動・授業の仕組みを
作ったのち、学校に移行させる。



2026/6/765

人口減少
若者の流出 地域外への

進学・就職
地場産業の

衰退

地域活動・
交流機会の減少

買い物難民
の増加

学習機会の
限定 学校の統廃合

郷土愛の低下

医療・介護環境医療・介護環境
の悪化

里山の環境の里山の環境の
悪化

放棄地の増加
空き家・耕作

放棄地の増加

地域内消費の地域内消費の
減少



チャッピーに聞いたら…
地方で若者の流出を止めるには、「若者に残れと言う」のではなく、残りたい・戻りたいと思える環境をつ
くることが重要です。若者が地方を離れる理由は主に「仕事」「教育」「人間関係や価値観」「娯楽や利便
性」の4つに集約できます。

1. 魅力的な仕事を増やす 最も大きな要因は雇用です。給与水準の改善地元企業のデジタル化・高付
加価値化リモートワーク環境の整備スタートアップや起業支援地元大学と企業の連携強化単純な雇用
数だけでなく、「成長できる仕事」「専門性を活かせる仕事」が必要です。

2. 高等教育の選択肢を広げる 大学進学を機に都市へ移り、そのまま定着するケースが多くあります。
地方大学の特色強化オンライン教育の活用地元企業とのインターンシップ奨学金とUターン就職支援進
学後に地元へ戻るルートを作ることも重要です。

3. 若者が参加できる地域づくり 若者は「決められた地域活動」に参加したいのではなく、自分たちで地
域を変えたいと考えることが多いです。若者向けの政策提案制度地域プロジェクトへの予算配分コワー
キングスペースの整備世代間交流の促進「若者の意見を聞く」だけでなく、実際に権限を与えることが
大切です。

4. 子育て・生活環境を充実させる 将来を考える世代には生活環境も重要です。保育園や学童保育の
充実医療体制の確保公共交通の維持住宅支援地方は住居費が安いという強みを活かせます。

5. 「地方らしさ」を強みにする 都市と同じものを目指しても勝負は難しいです。豊かな自然地域文化食
の魅力ゆとりある生活これらを活かして「都市では得られない価値」を提供する方が効果的です。

6. Uターン・Iターンを促進する 流出を完全に止める必要はありません。むしろ、若いうちは都市で学ぶ
経験を積む地方へ戻るという循環を作る方が現実的です。結論若者流出対策の核心は、単なる人口維
持ではなく、「地方でも挑戦できる」「成長できる」「豊かに暮らせる」と感じられる環境づくりです。特に重
要なのは、イベントや補助金よりも、魅力的な仕事と教育機会を増やすことだと考えられます。これが実
現できれば、若者は「仕方なく出ていく」のではなく、「自分で選んで残る・戻る」ようになります 2026/6/766



だからこそ、学校運営協議会や「熟議」で
大切なのはチームビルド!

2026/6/767



CSと協働活動の一体的な推進とは?

2026/6/768

学校に通う子どもたちは、将来、地域づくりの担い手となる地域人材となる。
しかし、教員（学校）の主目的は、目の前の 現在の子どもの教育（学校づくり）。
本来はもっと俯瞰的に育ちを捉えること（地域視点）が大切であり、

そうした意味で、教員だけでなく、地域の多様な人々が参画する
仕組み（CS）と具体的な機会（協働活動）が大切。



CSの協議からスタートした事例1 : 
地域学校防災授業の実施（行事）

2026/6/769



CSの協議からスタートした事例2 : 
震災遺構の教材化（総合的な学習の時間）

2026/6/770



CSの協議からスタートした事例3: 
放課後における探究活動の実施（総合的な学習）

2026/6/771



地域団体Sさんの参画と広がり

2026/6/772

・想いときっかけ

・協働活動やCSへの関わり方

①総合の授業で、道の駅との協働授業の際、外部講師

として指導

②放課後子供教室（土曜）の自然体験や宿泊体験の活

動拠点として協働

③放課後の探究活動のゆず商品開発で協働

④イルミネーションなど、町内イベント拠点として協働

⑤小中学生のキャリア教育の拠点として協働

せっかく楢葉にあるんだから、施設の良
さを子どもたちに知ってほしいなぁ・・・



地域団体Sさんの参画と広がり

2026/6/773

校外学習の充実
利用者の増加

イベント等の活性化

子どもの育ち・
まちづくり拠点
としての価値

【子供教室】
宿泊体験学習の拠点

【子供教室】
野外体験の拠点

【協働】
こども園親子交流

レクリエーションの拠点

【地域行事】
温泉体験の拠点

【探究・子供教室】
ゆずジュース開発拠点

【地域行事】
イルミネーションの拠点

【協働】
キャリア教育の拠点

【総合・協働】
学びの連携の拠点

地域施設の活性化と地域の特産品等の発信力の増加

町振興公社
Sさん



保護者Yさんの参画と広がり

2026/6/774

・想いときっかけ

・協働活動やCSへの関わり方

①こども園の保護者代表として、CS準備委員会に参加

②小学校のPTA会長として、CSの委員になり活動

③仕事であるお菓子作りの放課後子供教室の町民先生

として活動

④教育トークを立ち上げ、熟議の世話人として活動

⑤放課後の探究活動のゆず商品開発で協働

⑥商品開発したゆず製品を地元のお祭りなどで協働して

販売活動

学校も新しくスタートしたんだし、もっとい
ろいろなことを学校でしてほしいなぁ・・・



【CS】

CS委員

保護者Yさんの方の参画と変容

2026/6/775

保護者の学校教育
活動への理解

自分の子どもの魅力
ある教育活動の展開

保護者Yさん

【CS】

教育トーク
コーディネーター

【子供教室】
おかし作りの

町民先生

【探究・子供教室】
ゆずジュース開発

の町民先生

【地域行事】
ならは百年祭

共催団体

評価検証委員

【子供教室】
子供教室

評価検証委員

新たな地域行事による活性化と特産品の開発



地域と学校の関係性のマインドセット

「子どもの教育は学校がすべきものだ」

＋ 教育＝学校を基盤に行動の規則

2026/6/776

時間

目標への
実現度合

レヴィンの三段階モデル

学校だけが子どもの教育を担うのは、
限界があるんじゃないか?

目の前の子どもたちを地域の子とし
て、もっと主体的に育てるべきでは?

現代における地域の教
育力の向上に向けて、
地域内の考え方や
行動を少しずつ
変革させていく。

子どもの育ちにと
っての地域の重要
性だけでなく、地
域づくりにとっても
大切なのだ!!!



「地域政策」としてのコミュニティ・スクールと
地域学校協働活動の展開の先にあるもの

小さな成功体験の積み重ね

子どもや学校、地域、家庭からのフィードバック

「地域の活動に参画している」「地域の役に立って
いる」という自覚や自負心

シビック・プライドの形成

… 地域に対する愛着・共感（心情・思い）

＋ 地域の課題解決や活性化など、

具体的な行動に取り組む姿勢

2026/6/777



地域住民のシビック・プライドが地域をつくる!!!

2026/6/778



2026/6/779



連携協働の切実感防災をテーマとすることのよさ

① 生命を守るためという非常に強い切実感をすべての関
係者が持ちやすい

②「教職員の働き方改革」「地域の伝統の維持」など、学
校や地域いずれかの負担軽減のためという不公平感が
持たれにくい。
③ 被災時に学校は避難拠点等になる可能性が高いこと
から、教職員にとっては地域との連携協働の必要感を持
ちやすい。地域住民にとってもまさかの時のは学校を利用
するため、学校施設への関心を持ちやすい。
④ 行政職員や学校管理職が地域の防災計画と学校の防

災計画双方を知ることの重要性や、マッチングの必要性を
持ちやすい。



2026/6/781



学校ベースタイプ
学校の防災活動に

地域住民や地域団体が参加
【長所】

・児童生徒全員の防災力が高められ
る。

・多くの教職員が地域住民や地域団
体とつながるきっかけとなる。

・地域が学校を知るきっかけとなる。

【難点】
・ウィークデーに実施しがち。
・地域の参加が得られにくい。

地域ベースタイプ
地域の防災活動に

学校教職員と児童生徒が参加
【長所】

・地域コミュニティの形成につながる。
・学校教職員が避難拠点となった学校

の避難所運営のシミュレーションが
できる。

・学校教職員の地域理解につながる。

【難点】
・土曜日や日曜日に実施しがち。
・学校教職員の参加が得られにくい。

地域と学校相互の理解が高まり、絆が強まるとともに、双方の役割が意識され、
被災時における連携協働につながる。

理想は学校・地域それぞれの防災活動に、教職員と地域団体
が互いに参加し、協働関係を構築すること。







• 。



2026/6/786
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2026/6/789

能登の被災地の復興・再生のために
地域学校協働活動や学校運営協議会でできることとは



2026/6/790











石川県 三行詩コンクール

95



①能登地方の被災実状を踏まえたCSと協働活動

①多くの家屋が全壊・半壊・焼失したことで、避難所で暮ら
している人々が多い。復興公営住宅に集会所がないなど、
コミュニティ形成の場が少ない。

→市外移住者のコミュニティ形成や、避難先とのコミュニ
ティ形成などを協働活動を核として推進する。

②小中学校の校庭に復興公営住宅が建設されており、学
校と共存する形となっている。

→学校敷地内に地域住民がいることを活かし、学校教育
に積極的に地域と協働したり、中長期的な学校施設の活
用や仮設との共存などをCSで議論したりする。



②能登地方の被災実状を踏まえたCSと協働活動

③災害ボランティアとして活動する県外の団体との協働関係
が進んでおり、がれきの撤去などで地域の力が求められて
いる。

→キーマンである県外の団体が撤収した後、地域雇用の
人材を推進員にしたり、地域の在り方をCSで議論したり、団
体の中で移住者として残る人々を巻き込んだりする。

④学校の被害は軽微であるものの、通学路で危険個所が多
い。

→通学路の見守りや修理箇所の洗い出しなどで、地域と
学校が協働する必然性を活かし、協働活動として高める。

⑤中学生が地元を盛り上げる活動を展開し始めている。

→積極的に活動をアシストし、中高生を巻き込んだ協働活
動を推進する。



③能登地方の被災実状を踏まえたCSと協働活動

⑥神社や建造物などの地域のシンボルが被災し、今なお復
興の道筋が見えない。

→地域の再生という切り口で単元をデザインし、学校にお
いて探究的な協働活動を進めることができる。

⑦避難者が多く、特に外国人留学生の避難者も多数見られ
ている。

→避難者の受け入れ自治体として、避難元と避難先の交
流を進める協働活動を推進する。

⑧高校が多く、能登全域から通学したりしている生徒が見ら
れる。

→能登全域を「地域」と捉えることで、高校のCSを推進する

機会とすることができる。



• 学校再開を考慮した上での、避難場所としての学校施設の捉
えと見通し

• 仮設住宅が設置された状態での学校施設との望ましい共存、
施設の利用のすみわけ

• 仮設住宅が設置された学校における地域を活かした学び

• 外部災害ボランティア団体と、地域や学校との関係性

• 震災後の学校安全計画の立案

• 通学路の安全管理と復旧、通学方法の見直し、見守り

• 復興公営住宅などの立地地域と学校との関わり

• 避難家庭の放課後や週末の居場所作りや学びの場づくり

• 被災家庭への学校や地域の支援と配慮、心のケア

• 地域の防災や減災をテーマとした総合的な学習の時間の計画

• 防災や地域との連携担当などの校務分掌の見直し
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「子どもたちの声が聞こえないのが、
一番さみしい。子どもたちの声はつら
い目の前の現実があっても、前を向か
せてくれるから。勇気が出るから。」

「地震と豪雨ですべて奪われてしまった。で
も、仮設に住んでいて一つだけよかったと思
うことがあります。あの地震があって、仮設
に入ったからこそ、豪雨で私は生き延びられ
た。不幸の連続だったけれど、お互い様の大
切さをこの年になってこんなに実感するとは
思いもしませんでした。」



予防

対応

復旧・
復興

避難をするのが防災

予防に勝る
防災なし!

防災教育

復興
教育

防災まちづくり
学習

避難をしなくても済む まちづくり こそが防災!!!

避難で命は守れる「かもしれない」が、
避難でふるさとは守れず、人生も守れない。

子どもたちが防災まちづくり学習を経て、防災まちづくりの創り手となることの重要性

【現在】子どもから家庭、地域へと防災意識が浸透していくことが
期待できる。

【未来】巨大災害が起こる日の中核世代として、被害量を減らせる
可能性がある。

創造的
復興
教育

壊れてしまった学校等
を元通りにしたりして、
震災以前の教育活動
を取り戻す

将来にわたり持続的
に発展し続ける地域
を、子どもを含めた
地域住民が協働して
創り上げていく



【 これまで 】防災教育的視点

語り部から聞いたり、震災遺構を見学したりして、

町に起こった震災の概要について「過去」から学ぶ

【 これから 】防災まちづくり的視点

能登の「現在」の災害について、多角的な視点

（人の生き方・生活・教育・地域・社会・自然）から、

五感を伴って触れる体験を通して、災害について

実感を伴った理解をし、「過去」に町に起こった震災とその

影響についてもより直感的に、より自分事としてとらえ、こ

れからの防災まちづくりに活かす。

伝承
過去

他人事

リアル現在
自分事

輪島市門前町×楢葉町 復興交流プロジェクト
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【動機】12月に門前を訪れた時、門
前商店街の人たちがぼくたちの来
訪を心から喜んでくれたとともに、門
前に子どもたちの姿が見えず、澤田
さんたちの「子どもたちの笑顔や声
が元気になる」と言っていたのに、そ
の子どもが商店街にいなかったこと
で、何かしたいと感じた。

【思い】楢葉も同じ状況だったけど、
今はこども教室ができて、たくさんの
子どもと地域の大人が一緒に活動
するようになったから、同じようにこ
ども教室を門前でもやって、門前の
皆さんにも門前の町にも、もっと元
気になってほしい!!!

【動機】これまで親があまり語ってこれな
かった東日本大震災の被害や避難生活
の大変さについて、能登の震災の様子
を見たことで実感した。自分と同じように
全町避難していた楢葉の子どもたちは
震災の大変さについて、ぼくと同じように
きちんとわかっていないと思うから、わか
ったほうがよいと思った。

【思い】もっと多くの楢葉の人たちに、能
登の現状にふれてもらって、防災や減災
に対する意識を高めてもらい、楢葉町で
災害に強いまちづくりを進めたい。そして
、今、震災で大変な中がんばっている輪
島の人たちともっと多くのことたちに交流
してもらって、門前によりそった支援を続
けてほしい。





「自分たちの町の経験を生かした」活動を!!!
能登の実情を自分たちの福島の更なる復興へ

自己実現と交流を通じ
た自己有用感の高まり

「福島」に生きることの

意味の転換や役割の自覚

ニーズに
基づいた
現地に寄
り添った活

動

輪島の人たちか
らの感謝や活用
されている事実

「輪島の人
たちのため
に」自分事
感や切実感

の高まり

どんなこ
とが必要

なの?

勇気づけて
いるんだ!!!

もっと自分
にできること
をやりたい!

意識
問題
意識

自己
有用感

活動
意欲

支援慣れ・
「やってもらって当たり前」意識

他→楢葉
「かわいそうな被災地」 福島への支援

楢葉→輪島市門前
「復興する被災地」 福島だからこその共

感と交流



子どもたちの想い

楢葉町のまちづくりへ

実現させようという
輪島市門前町の大人の想い

実現させようという楢
葉の大人の想い

輪島市門前町
のまちづくりへ

連携・協働
連携・協働

連携・協働

保護者

商工会 振興公社

センター
商店街 地域おこ

し協力隊

復興
支援者

地域
住民

防災くにづくりへ

次代の創り手である子どもたちを核として、
まちづくりを今から推進する
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